
満点笑顔でハイチーズ ！
阿部 結花ちゃん（９）

　手作りのカラフルな傘を広げてにっこり可愛い笑顔を見せてく
れた結花ちゃん。今は、シェリーメイのクマのぬいぐるみが一番
のお気に入り☆  寝る時もずっと一緒です。
　結花ちゃんの名前の由来は、「人と人を結ぶ、縁を繋げると
いうように、人との良き出会いを繋げたり、人生において沢山良
き出会いをして人の役に立てるような人に育ってほしい」という
願いを込めて、ご両親が名付けたそうです。そんな由来通り、
いつもひょうきんで明るく、自然に周りを笑顔にしてくれるような
家族のムードメーカーの結花ちゃん。取材中に見せてくれた満
点笑顔にもとっても癒されました ！
　普段は、子供会の卓球クラブに入っていて夏の全国大会に
向けて、日々練習を頑張っています。クラブが休みの日には、
祖父の米一朗さんの畑へお手伝いに行ったり、自然豊かな北川
村での暮らしを楽しんでいます。
　母・里美さんは「今のまま、元気で素直な子に育って欲しい。
1つだけお願いをするなら整理整頓をちゃんとできるようになって
ほしいな」と願っています。結花ちゃん頑張れ～ ！

農業は僕にとって天職
髙橋 泰斗さん（31）

　富山県で育った泰斗さん。子供の頃から観葉植物を育
てるのが好きで、アパートのベランダで育てていました。そ
の頃から、いつかは好きなように育てられる自分の庭が欲し
いと思っていたそうです。そのために興味のあった農業につ
いて学べる大学を探し、高知大学農学部へ進学。大学卒
業後も農業について多く触れる中、本格的にやりたいとい
う思いが強くなり、先輩農家のもとで２年間研修した後、
サポートハウスで３年間技術を身に付けました。
　現在は、一人で18.５アールのレンタルハウスでナスを栽
培しています。「今の仕事は趣味の延長で自分にとって天
職です」と、時間があればハウスに行くなどとても熱心で
す。いずれはトマト栽培にも挑戦し、将来は研修生を受け
入れたいという新たな思いを胸に、今日も歩みを進めます。

田野支所管
内より

北川支所管
内より

あき北支所管内より

凹凸コンビぴよ ！
ソラピーくん（７ヶ月）
ハッピーくん（７ヶ月）
飼い主：吉井 美智子さん

　『吉井家の凹凸コンビ』パワー全開でやんちゃなソラピー
くんと、とっても大人しいハッピーくん。性格は真逆ですが、
昼間はずーっとこの距離で過ごしているほど実はとっても仲
良しなんです。お昼寝も一緒のタイミングで目を閉じます。
寝言で「ソラピー、ハッピー」なんてお喋りまでしているそう
です。どんな夢を見ているのかな☁
　共通点は飼い主の美智子さんのことが大好きな所で、取
材中も美智子さんの肩にぴったりと引っ付いて離れません ！  
最近驚いた事は、美智子さんがテレビに夢中になっていて
知らない間に肩に乗っていたことなんですって。「おりよって
よ」と言われるとソラピーくんもハッピーくんもピクリとも動か
ずに、じーーと待っているほど美智子さんへの愛が止まらな
い２羽の純情な姿にとっても癒されました。

あ　べ　ゆい　か吉良川支所管内より

孫とキャッチ＆イート（食べる釣り人）
小松 則明さん（71）
山本 洋くん（８）

　年金支給時から、簡単に始められるルアー釣りにのめり
込んでしまったという則明さん。
　「私の場合は、自分で釣った魚はキャッチ＆イート」と、さ
ばいて焼いたものを煮つけにして甘露煮で食べるのが定
番。今まで釣った大物は、56㎝のヒラメや70㎝オーバーの
メジロ。取材している最中にも運よく20㎝のウグイをゲット
し、お孫さんの洋君も「おじいちゃんの釣りゆう姿、かっこ
いい」と大喜びでした ！
　そんな釣り好きの則明さんですが、釣りをきっかけに興味
を持ったという木の伐採も趣味の1つです。３年前に釣りを
している時、川の傍にある杉の木の陰で光が差さず水生生
物が居なくなり、魚が少なくなっていることに気付いた則明
さん。林業にも携わっていたことがあり、杉の木を伐採し、
そこに山桜や紅葉を植えて手入れを始めました。「いつの間
にか木の伐採や手入れをしている時間が釣りをしている時
間より増えていた」と新たな趣味にも意欲的です。
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

軽トラマルシェへ参加
特産品をＰＲ

　
「
な
す
っ
こ
組
」
は
６
月
26
日
、

安
芸
市
で
開
か
れ
た
「
第
１
回
安
芸

本
町
商
店
街
『
軽
ト
ラ
マ
ル
シ
ェ
』
」

へ
参
加
。
来
場
者
へ
生
産
量
日
本
一

の
ナ
ス
を
使
っ
た
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、「
ナ
ス
餃
子
」
や

「
ナ
ス
と
じ
ゃ
こ
の
か
き
揚
げ
」
な

ど
の
販
売
に
加
え
て
、
ピ
ー
マ
ン
や

ミ
ョ
ウ
ガ
の
詰
め
放
題
を
行
い
ま

し
た
。

　

な
す
っ
こ
組
代
表
の
清
遠
み
か

さ
ん
は
「
詰
め
放
題
が
大
好
評
で
、

１
時
間
ほ
ど
で
売
り
切
れ
、
反
響

が
あ
っ
て
嬉
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

ジビエ料理に挑戦

「ピーマンの詰め放題」を楽しむ来場者西村さん㊧からお弁当の作り方を教わる部員

安田支所

　

青
壮
年
部
安
田
支
部
は
６
月
24

日
、
安
田
町
で
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

の
駆
除
活
動
に
取
り
組
み
、
部
員

21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

部
員
は
、
町
全
域
に
分
か
れ
て

水
田
や
水
路
を
巡
回
し
、
２
時
間

ほ
ど
作
業
し
ま
し
た
。
竹
内
義
隆

支
部
長
が
ナ
ス
を
入
れ
た
ザ
ル
を

針
金
で
水
田
に
沈
め
た
仕
掛
け
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

竹
内
支
部
長
は
「
去
年
よ
り
も

捕
獲
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
成
果
が
出
て
い
る
。
今
後
も
み

ん
な
で
青
壮
年
部
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

青壮年部員がタニシ駆除

捕獲数を確認する竹内支部長㊨

安芸市の野菜で免疫力アップだ便
大好評！  初日で完売

自慢の野菜などをＰＲする委員会メンバー

地区本部

　

女
性
部
は
６
月
11
日
、
安
芸
市

で
「
女
性
大
学
と
き
め
き
学
園
」

を
開
き
、
部
員
や
地
域
住
民
28
人

が
参
加
し
ジ
ビ
エ
を
使
っ
た
お
弁

当
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ジ
ビ
エ
料
理
講
師
の
西
村
直
子

さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
、
イ
ノ
シ

シ
チ
ャ
リ
ハ
イ
ピ
ン
（
和
風
の
甘

酢
あ
ん
か
け
）
や
シ
カ
の
中
華
風

サ
ラ
ダ
、
シ
カ
そ
ぼ
ろ
お
に
ぎ
り

を
作
り
ま
し
た
。

　

部
員
は
「
調
理
方
法
が
簡
単

だ
っ
た
の
で
家
で
も
作
っ
て
み
た

い
。
食
べ
る
の
が
楽
し
み
」
と
喜

び
ま
し
た
。

地区本部

高知ナスに親しみを・生産者と児童の交流

赤野小学校１・２年生がナス料理試食 下山小学校１～６年生が料理講習

安芸中学校１年生に出前授業 安芸第一小学校３年生がナスを収穫

　

安
芸
市
施
設
園
芸
品
消
費
拡
大

委
員
会
は
６
月
、
安
芸
市
内
の
小

中
学
校
で
ナ
ス
の
収
穫
体
験
や
出

前
授
業
、
料
理
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
は
７
校
１
７
８
人

の
児
童
ら
が
授
業
を
通
じ
て
、
地

域
農
業
に
触
れ
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
、
生
産
者
か
ら
収
穫

方
法
を
教
わ
る
と
、
ハ
ウ
ス
内
の

ナ
ス
を
選
び
な
が
ら
収
穫
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

出
前
授
業
で
は
、
ナ
ス
栽
培
の

流
れ
や
天
敵
昆
虫
を
利
用
し
た
安

全
・
安
心
な
野
菜
作
り
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。
出
前
授
業
を
聞
い
た

児
童
か
ら
ナ
ス
の
お
勧
め
の
料
理

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
同
委
員
会

が
制
作
し
た
「
な
す
マ
ダ
ム
」
の
動

画
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

安
芸
市
施
設
園
芸
品
消
費
拡
大

委
員
会
は
６
月
10
日
か
ら
、
同
市

産
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
「
高
知
県

安
芸
市
の
野
菜
で
免
疫
力
ア
ッ
プ

だ
便　

第
３
弾
」
の
販
売
を
開
始
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
高
知
新
聞
で
Ｐ
Ｒ
し
た

と
こ
ろ
、
先
着
１
５
０
名
分
が
わ

ず
か
１
日
で
完
売
す
る
ほ
ど
好
評

で
し
た
。

　

同
便
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
下
に
、
家
庭
で
安
全
・
安
心
な

野
菜
を
食
べ
て
健
康
に
過
ご
し
て

も
ら
お
う
と
２
年
前
に
企
画
。
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
栽
培
し
た
ナ

ス
、
米
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ

ト
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
な
す
の
パ
ウ
ン
ド

ケ
ー
キ
の
詰
め
合
わ
せ
に
加
え
て
、

ユ
ズ
農
家
が
開
発
に
加
わ
っ
た
ユ

ズ
を
使
用
し
た
ミ
ツ
カ
ン
の
ぽ
ん

酢
「
ま
っ
こ
と
ゆ
ず
」
が
新
た
に

入
っ
て
２
０
０
０
円
（
税
込
・
送

料
込
）。　
　

　

野
菜
メ
ニ
ュ
ー
の
レ
シ
ピ
本
「
ま

る
ご
と
あ
き
」
や
「
環
境
に
優
し
い

野
菜
作
り
」
に
つ
い
て
の
本
も
添

え
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
川
竹
芳
美
さ
ん
は

「
今
年
か
ら
発
売
し
た
『
ま
っ
こ
と

ゆ
ず
』
も
加
わ
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
家

庭
で
安
芸
市
の
野
菜
に
た
っ
ぷ
り

と
か
け
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

吉良川支所

「キラ坊すいか」今年も良好

スイカを丁寧に磨く島本さん

　

室
戸
市
吉
良
川
町
の
西
山
台
地
で
６
月
、
ラ
グ

ビ
ー
ボ
ー
ル
形
の
ス
イ
カ
「
マ
ダ
ー
ボ
ー
ル
」
の
収

穫
が
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
収
穫
し
た
中
で
も
、

糖
度
が
高
く
、
重
さ
2.4
㎏
以
上
の
も
の
が
「
キ
ラ
坊

す
い
か
」
の
ブ
ラ
ン
ド

名
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
天
候
も
良
好

で
大
玉
傾
向
で
例
年
通

り
甘
く
て
お
い
し
い
ス

イ
カ
に
仕
上
が
り
ま
し

た
。
生
産
者
の
島
本
荘

次
郎
さ
ん
は
、
朝
に
収

穫
し
た
ス
イ
カ
を
１
玉

１
玉
磨
き
、
サ
イ
ズ
分

け
し
て
出
荷
に
備
え
て

い
ま
し
た
。

　

主
に
「
道
の
駅
キ
ラ

メ
ッ
セ
室
戸　

楽
市
」
や

「
と
さ
の
さ
と
」
で
販
売

し
ま
し
た
。



日
お
き
に
降
雨
が
あ
る
ま
で
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
土
壌
の
乾
燥
対
策
と
し
て
完
熟

堆
肥
や
ケ
イ
ン
ト
ッ
プ
な
ど
の
施
用
や
遮

光
の
為
に
、
果
実
に
サ
ン
テ
（
白
）
を
か

け
る
と
日
焼
け
軽
減
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
ホ
ウ
素
欠
乏
症
】

　

７
〜
８
月
の
高
温
乾
燥
期
に
は
ホ
ウ
素

欠
乏
症
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ホ

ウ
素
欠
乏
症
の
特
徴
は
、
果
実
の
肥
大
が

鈍
く
な
り
、
果
実
表
面
が
黄
化
し
た
り
、

果
皮
内
に
ヤ
ニ
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
た
り

し
ま
す
。
敷
き
ワ
ラ
や
潅
水
等
で
乾
燥
を

防
ぐ
と
と
も
に
、
ホ
ウ
素
入
り
資
材
（
ソ

リ
ボ
ー
や
マ
ル
ポ
ロ
ン
な
ど
）
の
葉
面
散
布

や
土
壌
施
用
を
行
う
と
効
果
的
で
す
。
た

だ
し
、
過
剰
に
吸
収
し
す
ぎ
る
と
、
過
剰

症
が
発
生
し
易
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

安芸地区版

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　
　 ナ

ス
定
植
期
の
栽
培
管
理

安芸営農経済センター
営農指導課
芸東ブロック
田中　瑞穂

安芸営農経済センター
営農指導課
山影　学

【
仕
上
げ
摘
果
】

　

こ
の
時
期
の
摘
果
は
一
果
当
り
の
葉
数

を
、
早
生
温
州
で
は
30
〜
35
枚
、
普
通
温

州
は
20
〜
25
枚
、
土
佐
文
旦
で
は
80
〜
90

枚
、
ポ
ン
カ
ン
で
は
80
〜
１
０
０
枚
、
ユ
ズ

で
は
正
常
な
樹
は
１
０
０
枚
、
樹
勢
の
弱

い
樹
で
は
１
２
０
枚
程
度
を
目
安
と
し
、

果
実
の
肥
大
状
況
や
夏
枝
の
発
生
状
況
を

み
て
摘
果
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

【
日
焼
け
果
対
策
】

　

曇
天
で
多
湿
状
態
を
経
過
し
た
後
、
急

激
に
温
度
が
高
く
な
り
、
日
差
し
が
強
く

な
る
と
日
焼
け
果
の
発
生
が
増
加
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
日
照
不
足
に
よ
り
果
皮
が

軟
弱
に
な
り
や
す
く
、
そ
の
後
の
急
激
な

蒸
散
の
増
加
に
対
応
で
き
な
い
為
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
上
向
き
の
天
成
り
果
や
果
梗
枝

の
太
い
果
実
な
ど
は
日
焼
け
を
生
じ
や
す

い
の
で
、
で
き
る
だ
け
摘
果
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
壌
の
乾
燥
対
策
と
し
て
、
降
雨
が
14

日
以
上
な
い
場
合
は
、
１
樹
当
た
り
２
０

０
リ
ッ
ト
ル
程
度
の
灌
水
が
必
要
で
す
。

灌
水
後
も
乾
燥
が
続
く
場
合
は
、
７
〜
10

　

日
中
の
熱
い
時
間
帯
の
作
業
を
避

け
、
熱
中
症
に
注
意
し
、
高
温
乾
燥

対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ン
キ
ツ 

果
実
肥
大
期
の
管
理

行
弘　

恵

労
働
安
全
の
取
り
組
み

〜
ル
ー
ル
を
守
っ
た
ト
ラ
ク
タ
ー
操
作
に
つ
い
て
〜

【
定
植
・
灌
水
】

　

本
圃
は
定
植
数
日
前
か
ら
十
分
灌
水

し
て
、
植
穴
の
底
ま
で
湿
ら
せ
て
お
き

ま
す
。

　

８
月
末
ま
で
の
早
期
定
植
や
、
特
に

９
㎝
鉢
の
場
合
は
鉢
土
が
少
な
く
乾
燥

な
ど
に
よ
り
根
痛
み
し
や
す
い
の
で
、

朝
夕
の
気
温
が
低
い
時
間
帯
を
選
ん
で
、

速
や
か
に
定
植
し
ま
す
。

　

定
植
後
は
、
速
や
か
に
根
鉢
と
そ
の

周
辺
に
手
灌
水
を
し
ま
す
。
灌
水
不
足

は
活
着
が
遅
れ
る
原
因
と
な
る
の
で
、

定
植
後
７
日
〜
10
日
頃
ま
で
は
手
灌
水

と
自
動
灌
水
を
併
用
し
ま
す
。

※
灌
水
量
が
多
す
ぎ
て
も
根
張
り
が
悪

く
な
っ
た
り
、
根
腐
れ
に
よ
る
青
枯
病

な
ど
の
発
生
要
因
と
な
る
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】

　

近
年
、
定
植
後
の
ヨ
ト
ウ
類
の
被
害

が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
農
薬
抵
抗
性
の
発
達
に
よ
っ

て
、
防
除
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
が
要
因
の
一つ
で
す
。
防
虫
ネ
ッ
ト
や

フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
を
上
手
く
組
み
合
わ
せ
て

防
除
し
ま
し
ょ
う
。

（
令
和
５
園
芸
年
度
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
管

理
こ
よ
み 

資
料
８
、
資
料
11
参
照
）

【
定
植
期
の
管
理
】

　

９
月
中
旬
ま
で
は
、
気
温
・
地
温
と

も
に
高
い
時
期
で
す
。
蒸
発
散
量
は
激

し
く
、
根
の
伸
長
が
十
分
で
な
い
た
め

ど
う
し
て
も
萎
れ
や
す
く
、
ひ
ど
い
萎

れ
は
生
育
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
次
の
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

①　

高
温
対
策

　

８
月
定
植
で
は
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が
高

く
な
り
す
ぎ
る
た
め
、
定
植
４
〜
５
日

前
か
ら
遮
光
資
材
を
設
置
す
る
な
ど
し

て
温
度
を
下
げ
、
晴
天
日
が
続
く
場
合

は
活
着
ま
で
遮
光
し
ま
す
。
活
着
後
は

生
育
状
態
を
見
な
が
ら
徐
々
に
透
か
し
、

光
に
慣
ら
し
ま
す
。
細
霧
装
置
が
あ
る

ハ
ウ
ス
は
稼
働
さ
せ
ま
す
。

②　

畝
の
乾
燥
防
止
・
地
温
上
昇
抑
制

　

畝
に
は
バ
ー
ク
堆
肥
、
そ
ば
殻
、
白

黒
マ
ル
チ
な
ど
の
資
材
で
被
覆
し
、
通

路
へ
は
も
み
殻
な
ど
を
敷
き
ま
す
。

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
こ
ま
め
な

水
分
補
給
と
塩
分
摂
取
で
熱
中
症

対
策
を
行
い
、
体
調
管
理
に
気
を
付

け
て
日
々
の
栽
培
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
「
よ
り
よ
い
農
業
を
実
践
す
る
」
た
め
に
、 

Ｊ
Ａ
高
知
県
安
芸
地
区
で
は
以
前
か
ら
Ｇ
Ａ

Ｐ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
農
業
を
持
続
し
て
行
う
た
め
に

必
要
な
こ
と
で
、
項
目
に
は
「
食
品
安
全
」

や
「
環
境
保
全
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
項

目
に
「
労
働
安
全
」
が
あ
り
ま
す
。
農
作

業
は
機
械
類
を
利
用
す
る
場
面
が
多
い
の

で
、
正
し
く
使
わ
な
い
と
大
事
故
に
つ
な
が

り
、
生
命
の
危
険
や
、
そ
こ
ま
で
至
ら
な

く
て
も
農
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
大

ケ
ガ
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ル
ー
ル
を
守
っ
た
正
し
い
機
械

類
の
使
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
要
因
別
の
死
亡
事
故
発
生
状
況

　

毎
年
農
作
業
事
故
に
つ
い
て
調
査
し
、
死

亡
事
故
の
原
因
を
集
計
し
て
い
ま
す
。
年
度

に
よ
っ
て
若
干
の
増
減
は
あ
り
ま
す
が
、
毎

年
約
３
０
０
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
原
因
は
、
農
業
機
械
作
業
に
よ
る

も
の
が
最
も
多
く
、
そ
の
中
で
も
ト
ラ
ク

タ
ー
（
乗
用
型
、
歩
行
型
）
に
よ
る
死
亡

事
故
数
が
毎
年
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
左
グ
ラ
フ
）

◆
ト
ラ
ク
タ
ー
操
作
時
の
注
意
点

　

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
事
故
の
半
数
は
転
倒

ま
た
は
転
落
に
よ
る
事
故
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
気
を
つ
け
て
運
転
す
る
他
に
も
、
装

備
が
あ
れ
ば
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
転
倒
防
止
対
策
に
安
全
フ
レ
ー
ム
や
安
全

キ
ャ
ブ
を
装
備
し
、
併
せ
て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。②
ト
ラ
ク
タ
ー

に
安
全
フ
レ
ー
ム
を
装
備
し
た
ら
、
移
動
時

と
作
業
時
に
必
ず
使
用
す
る
。③
作
業
時

以
外
は
、
左
右
の
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
連
結

ロ
ッ
ク
に
す
る
。④
急
な
坂
道
や
狭
い
道
の

路
肩
の
走
行
時
は
、
速
度
を
落
と
す
。⑤
必

ず
両
手
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
。⑥
子
供
を
ト

ラ
ク
タ
ー
に
乗
せ
な
い
。

◆
ト
ラ
ク
タ
ー
が
公
道
を
走
る
と
き
の
ル
ー
ル

　

作
業
機
を
装
着
・
け
ん
引
し
た
ト
ラ
ク

タ
ー
が
公
道
を
走
る
に
は
、
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
複
雑
で
す

が
し
っ
か
り
守
る
こ
と
で
事
故
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
時
速
15
㎞
以
下
で
走
行
す
る
と
き

　

作
業
機
へ
の
灯
火
器
類
等
の
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
幅
1.7
ｍ
以
上
の

大
き
さ
に
な
っ
た
場
合
は
大
型
特
殊
免
許
の

所
持
が
必
要
で
す
。
幅
が
2.5
ｍ
以
上
に
な
っ

た
場
合
は
特
殊
車
両
通
行
許
可
の
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
幅
と
い
う
の
は

作
業
機
を
つ
け
た
状
態
で
、
高
さ
ま
た
は
幅

の
ど
ち
ら
か
大
き
い
方
の
長
さ
の
こ
と
で
す
。

●
時
速
15
㎞
以
上
で
走
行
す
る
と
き

　

作
業
機
へ
の
灯
火
器
類
等
の
設
置
、
大

型
特
殊
免
許
の
所
持
、
作
業
機
を
装
着
し

た
状
態
で
の
安
定
性
の
確
認
す
べ
て
が
義
務

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
北
海
道
、
九
州
、
沖
縄
以
外
の
地

域
で
は
、
作
業
機
を
つ
け
た
ま
ま
時
速
35
㎞

以
上
で
走
行
で
き
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
ル
ー
ル
は
一
例
で
す
。
詳
し
い
ル
ー

ル
は
農
林
水
産
省
や
日
本
農
業
機
械
工
業

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ホウ素欠

日焼け果

要因別の死亡事故発生状況（令和２年）

68.9%3.0%

28.1%

農業機械作業
に係る事故
186人

農業用施設
作業に係る事故

8人

機械・施設
以外の作業に
係る事故
76人

（農林水産省調べ）
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▼「
う
ち
ん
く
の
台
所
」
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
簡
単
に
作
れ
る
美

味
し
い
料
理
を
掲
載
し
て
い
ま
す
！  

旬
の
食
材
で
何
か
作
り

た
い
、
も
う
一
品
あ
っ
た
ら
・
・
・
等
々
、
み
な
さ
ん
の
お
役

に
立
つ
〝
食
卓
の一品
〞
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

▼
早
速
、
牛
乳
レ
シ
ピ
を
活
用
い
た
だ
い
て
と
っ
て
も
嬉
し
い

で
す
♪  

普
段
、
身
近
に
あ
る
牛
乳
が
、
和
風
に
も
洋
風
に

も
な
る
事
に
驚
き
ま
し
た
。
私
も
和
風
グ
ラ
タ
ン
作
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

▼
今
月
号
の
記
事
に
キ
ラ
坊
す
い
か
の
記
事
を
載
せ
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
特
に
出
荷
数
が
少
な
く
残
念
で
す
。

▼
い
つ
も
「
こ
う
ぐ
り
」
を
愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！  

み
な
さ
ん
の
、
新
し
い
出
会
い
の
場
に
な
れ
ば

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
リ
ク
エ
ス
ト
や
感
想
な
ど

が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

「
う
ち
ん
く
の
台
所
」
メ
ニ
ュ
ー
が一品
増
え
ま
す
ね
。

（
あ
き
東
支
所
・
77
歳
）

今
月
の
牛
乳
活
用
レ
シ
ピ
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
豆
腐
と
根
菜
の
和
風
グ
ラ
タ
ン
を
作
り
ま
し
た
。

と
っ
て
も
家
族
に
好
評
で
し
た
。

（
あ
き
北
支
所
・
75
歳
）

夏
に
な
る
と
ス
イ
カ
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。
で
も
、
今
年

キ
ラ
メ
ッ
セ
室
戸
の
キ
ラ
坊
す
い
か
は
予
約
し
な
い
と
買
う

事
が
で
き
ま
せ
ん
。
と
て
も
残
念
で
す
。（室

戸
支
所
・
59
歳
）

最
近
の
「
こ
う
ぐ
り
」
が
楽
し
み
で
す
。
色
ん
な
料
理
の
レ

シ
ピ
や
高
知
で
作
ら
れ
て
い
る
花
々
な
ど
楽
し
み
が
い
っ
ぱ

い
。
花
は
ス
ト
レ
ス
解
消
で
家
の
中
を
花
で
飾
っ
て
い
ま
す
。

（
室
戸
支
所
・
75
歳
）

広
報
の
つ
ぶ
や
き

　

今
月
の
「
こ
う
ぐ
り
」
裏
紙
「
こ
う
グ
ラ
ム
！
」
は

安
芸
地
区
が
担
当
と
な
り
、
私
が
取
材
中
に
撮
っ
た
お

気
に
入
り
の
４
枚
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
て
初
め
て
訪
れ
た
東
洋
町
。
ポ
ン
カ
ン
畑

を
軽
ト
ラ
で
駆
け
巡
っ
て
農
家
さ
ん
に
ポ
ン
カ
ン
の
あ

れ
こ
れ
を
い
ろ
い
ろ
と
伺
っ
て
い
る
と
、
つ
い
食
べ
た

く
な
り
、
教
え
て
も
ら
っ
た
海
の
駅
で
ポ
ン
カ
ン
の

ジ
ャ
ム
を
購
入
。
家
に
帰
っ
て
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
か
け
て

食
べ
る
と
、
お
い
し
す

ぎ
て
感
動
し
た
の
で
、

す
ぐ
に
ス
ト
ッ
ク
を
買
い

に
行
き
２
つ
目
を
ゲ
ッ

ト
♪  

次
は
、
冬
の
旬
の

時
期
に
東
洋
町
を
訪
れ

て
ポ
ン
カ
ン
の
果
肉
を

食
べ
る
の
が
今
か
ら
楽

し
み
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
東
洋
町
に
行
っ

た
際
に
は
食
べ
て
み
て

く
だ
さ
い
♪　

  

（
恒
石
）

税務相談日 令和４年８月17日（水）
あき支所３階会　　  場 10：00 ～ 16：00時　　  間

安芸地区本部　企画組合員課　0887－34－1515問い合わせ

直販所「なぎの市」閉店のお知らせ

平素より直販所「なぎの市」をご利用いただきありがとうございます。

誠に勝手ながら、令和４年７月12日（火）を持ちまして、閉店することとなりました。

開店以来17年間のご愛顧、誠にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関係者一同

（安田支所　61歳）

６月号、表紙のホルスタイン種にそっくりです ！
素敵な絵をありがとうございます。
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